


1.本誌は,物性物理の研究を共同で促進するため､研究者がその研究

意見を自由に発表 し討論しあい､また､研究に関連 した情報を速やか

に交換 しあうことを目的として､毎月 1回編集 ･刊行されます｡掲載

内容は､研究論文､研究会 ･1国際会議などの報告､講義ノー ト､研究

に関連 した諸問題についての意見､情報などです｡

2･本誌に掲載される論文については､原則として審査は行なHtませ巌

但 し､編集者が本誌に掲載するをとを著しく不適当と認めたものは

いては､改訂を求めi→患たは掲載を拒絶するととがあります｡

ときは､著者の承諾を得

rivatecommunication

誌のページ数を節約するた

政

eSS,Joumalの投稿規定に準 じ､ ミ-

スプ リン トが生 じないように適当な処置をとって下さい.

4･図助締尺はいたしません.図時不必要に呆 きくせず､それぞれ適当

い｡

投稿の際に所要部数巷1̂0部単位で申込んで宇さ

いo別刷代は下記の方式により現金で前納していただきます｡

P :400字詰原稿用紙による貢数

Ⅹ :別刷所要部数

別刷代-0.6ⅩP円

購読未定

I.本誌は ｢物性研究購読会｣の会員にのみ配布 します｡

2.. ｢購読会｣の会員には個人会員､機関会員の別があります.

会費を個人が支払 うはあいを個人会員とし､機鰐が支払うばあいを機

関会員とします｡

3.個人会員には入会の際､入会金 100円を納めていただきます｡退会

の際には入会金はお返 ししません｡機関会員は入会金を要しません0

.会費は月額,個人会員 160円､機関会員 300円とします｡

.会費は前月中に前納 していただきます｡会費が前納されなかったと

き昼雑誌の発送を停止 し､会費を2ケ月以上滞納 した会員は退会 した

ものとみなしきず｡
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短 期 研 究 会 一 覧

(40年度前半分)

40.3.12共同利用委

3.13協 議 会

3.16所 ･員 会

.研 L究 会 名 期 間 提 案 -..p% - 劾 適 巨鯨 東丁僻I

竃 i 40.5下旬糟 芸■芸芝目 3?問) i! 東北大教授軸 .p主菜 ≡ … 琴 隼 十 蔓

～ 6月

(3日間)

半 導 体 の

不 純 物 伝 導

東工大教授

田 中 昭 二

京大助教授

長 谷 川 津

物性研助教 授

豊 沢

物性研教授

芳 田

都内16 1 0 6 ,0 0 0

教授匪)

保 亮 五

京大教授軸

松 原 武 生

物性研教授

中 嶋 貞 雄

物性研助教 授

阿 部 竜 蔵

-78-

46

都内16

都外2二B
298,000

〃

｣

1



6 有 機 半 導 体圭1 東大教軸

40.9.23 赤 松 ､秀 雄

.40..9.25 東大教授 (牽研)~~.

永 井 芳 男 32

綱 叢 漕 ; 160'000 .量 〝i
卦 口 洋 夫 音J

警 大岩教霊晋 ) 董 妻.

i妻7 磁 気一 光効 果~ト音 門 等 蔓 軒 iIiEii:JJi喜i
圃 参加人員欄の下2行は旅費支給者

昭和 40年度 研究員等旅費 ,校費
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共同利周施設専門委員会議事要録

会 議 報 告

日 時 昭和 39年 9月 11日 (金)

午~前 10.00.-午後 6.10

-､研究員等策費 ,校費について (略)

注 旅費は 38年度 より 1,187,108円 増

二.研究員等旅費所内蔑程について

前臥 改正につ?､て甲骨子は承諾 され･細部については､研究所にその

決定をまか されていた旅費所用規程 について.次のとおり.三宅所員 (外

来研究員等委員会委員長)か ら説明があり了 承 されたO

減 額 表

1-3931～90I91～i-3031～90t3l～ 1～3031-.9O圭91-t i

1妻教 授iド やせ-Tf招 %妻%鶴.ー…% % % %f%'ヽ

助 ■薮 授 〟Ti∴. 50 30

蓄革 欄 〟 ∴ 丁∴ l i辛i iIi75 i■.

手蔓塾享(5の8.γi25) 教露呂～i (6の17-26)ー 〟; 妻i ii. .工 き l i1 董 60 妄言 董

妻助手(.5の_1-i日数客員巨6の5-46)】 _〟.lt ]t2-.5.= ~i 45 i 0_ 雪3
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注 1.教授 ,助教授 ,講師等で.長期滞在の場合は別途考慮の上決定する

2.助手等で._留学研究的な場合は.最下楠を適用するO

たiC-し､鉄道賃捜 1等 とする.

三､ 39年度選 挙に実施予定の短期研究会LKついて (物性研究)

臥 外来研究員にらいて -(略)

五､共同利周研 とし七の物性研究所の-ぁ りかたについて､物小委でアンケー ト

方式により関係者の意見を教IL-一女J%異の凝略内容が披塵 され､ また.種々な

角度か らの討議が行なわれた｡

なおt次のような要望があ~ったO

王.研究室の研究計画等をできるだけ何等かの方法で周知 してほしい｡

2.この委員会開催前に.委員会で審議する研究会 ,外来研究員等の具体

的内容をしち 藩士ほしい｡

~3. ｢物性研だより｣の配布先を再換討 してほしい｡

4.三の委員会の審議内容を: できるだけ ｢物性研だより｣ に掲載 してほ

しい｡

資 料

分子科学研究所 (仮称 )設立要望書ならびに設立案

〔工〕 設 立 趣 旨

分子科学研究所 (仮称)は.化学研究の基礎である分子お よび分子集団の性

質を､主 として塙射場 との相互作用を通 して基礎的に研究 し.その結審 得られ

た新 しい知見を盛に して化学お よび生物学 などに応周できる有力な研究方 法を
-.I,

開発することを 目的 とするO

もともと化学は広 く物質の構造や反応をきわめI､その社会生活への応用 を見

出す ことを 目的 とした学問である革 その学問的性格か ら言えば所謂基礎科学
-8~1-
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資 料

基礎科学▲q)7-つと∴して発展 してきたo ところが近年の急速な発展に伴い,化学

を包括する分野が次東に広汎に及ぶようにな り. しかし化学の中の一つ-つの

分科が高度の専門化 を必要 としてきたのと同時に. どの分科にあっても極めて

多岐 に亘る基礎知識を必要とするに至っているO す_なわち基鹿科学 としての化

学の中に. さらにその中核 となるぺ･きより一層基礎的な分野の存在がクロ-ズ

アップされ その強化 と発展が化学研究の将来にとって必要な段階に至つ奉と

考えるC

たとえば物理化学の分野では.分子の個性に関する具体的な知識と共に物理

学的な基礎知識をます ます必要 としている. 天然物有機化学においては種々の

分光学的方法やⅩ線回折など物理学的研究方法の必要性が増大する傾向にあり

また有機反応機構や触媒反応の研究分野でも分光学的知識や量与論に基づく分

子の電子構造の知識が近年 とみに重視 されてきたのは周知 のことであるO

高分子の高次構造の研究およびその物性の研究 ,あるいは金属鎗塩など無機化

合物の研究 においても､分子の中の原子の正確な幾何学的配置並に分子の電子

状態に関する基礎的な知見がますます要求 されてきてい去 . また生物学の研究

においても､分子または電子の レベルにおいて生物現象を統一的に理解 しよう

という立場が盛んにな りつつあることは.分子生物学 という言葉が普遍化 し.

Insもi七uteofMbleclllar-Biophysicsまたは同種の名称の研究所が欧米

の大学にできている ことか らも明かであろうO

このような此学の基礎的な分野-これを分子科学と呼ぶことにしようーが科

学発進国である欧米諸屋で､研究態勢の面でもまた教育の面でも､極めて堅実

な発展を とげて来 たことに注 目せねばならないOたとえばCambrige大学では

すでに第二次大線前か らDeparも皿enも ofTheoreticalChemistryが設け

られ.Lennard-Jor7_eS,LouguetHigginsらを中心 にして.この方面の研

究と教育が活発に行なわれていたO この種の中心 は､ アメ 9カ .フランス ,ス

イスな どにもあ り. また最近は分子生物学の研究所が欧米各国にいくつかでき

ている｡

ひるが えってわが国における分子科学研究の状態をみると､化学における構

造化学グループ ･電子状態グル.-プ ,ラマン ･赤外グループ ･物理における原

千-分子 グループな ど. それぞれのグループに別れて活発な研究が行なわれ.
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資 料

個々のグループについていえば世界的に高く評価 された重要な研究がすでに い

くつか発表 されているo Lか し､分子科学の研究分野が化学 と物理学にまたが

ったいわゆる境界億域に属 している関係 もあって.研究態勢時ばらばらであ り

化学の広範な基礎額域をカバ-して総合的に研究を推進するという面か らみれ

ば､研究態勢は非常に遅れていたと言ってよい. したがってこれまでにあげら

れたこの分野における優れた業績はし 不利な環境にも屈 しない個々の研究者の

努力 に負 う所が大きいO この･ような無理な環境で研究を進めていたために､ こ

の分野 においてもっとも重要な化学と物理学 との連絡は､はなはだ不満足な状

態にあ り. また同七 化学の中の分子科学研究者の間でも∴分子科学のより基礎

的な面をうけもつ研究者 と分子生物学 ,有機半導体などより応用的な面をうけ

もつ研究者 との間の連絡はかならずLも密接でなかった｡ この ような研究態勢

･の不備が､独創的なアイデアを伸ばして.わが国で新 しい研究の太 い柱をうち

たてるという面で大きな障害となっていたことは否めない｡

とくに.電子計算機をはじめ､ この分野の研究装置は近年著 しく大型化 され

あるいは精密化 される傾向にあるC この ことは新 しい研究分野の開描 ,研究の

清密化 ,研究 のス ピー ド化をもたらした点で､ もちろん歓迎すべきことである
I

が､一面研究所要経費の顕著な増大をもたらし.わが国の分子科学研究におけ

る研究態勢の不備と研究費の貧困さを一段 と露呈する結果を招いている｡

また核磁気共鳴吸収や電子ス七O'ン共鳴吸収の研究にみられるよう隼 新 しい原

理の発見または研究方法の開発が.化学の研究に予想外に大きな影響をもた ら

す ことや基礎か ら応周に発展する時間の驚 くべき短縮化の傾向か らみて､分子

科学の研究者は､化学と物理の研究の緊密化ないし集約化の必要性を痛感して

いる｡

以上述べたように､不利な環境にもかかわらず.わが裏の分子科学研究グル

ープの世界的に評価された研究の実績か らめて､協力態勢を具体化するような

研究機関をもつならば. 日本 の研究者による新しい理論お よび実験の着想を生

か して分子科学の分野で国擦的にも高 く評価 される多 くの輝かしい研究業績を

あげることができると確信する｡またこの研究所で新しく開発 され体系化され

た理論的あるいは実験的研究が.化学の他の基礎 またはたは応用分野の研究の

血 とな り. 肉となって化学の全分野の研究の発展 に寄与する所 も大きいと考え
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る｡

分子科学の分野はざわめて広 く∴既設各分野に跨っている教に.将来 この方

面で貴重な貢献をすると期待 される大学院学生の教育の場を作ることは, この

分野で我が国が国際的先行をとる ために不可欠の条件であるO従来の学問分科

分類上.大学院学生は一部の大学を除き､物理学科 ,化学科等々と言うように

配属されているが､ これは分子科学のような環境領域の研究者を教育する面か

らみて.かならずLも適当な教育組織とは考えられない｡われわれは従来の学

科の構成にこだわ らない新 しい大学院学生の教育の場 としての一面を分子科学

研究所にもたせたいと考えている｡

〔工工〕 分子科学研究所設立に対 する要望

上記の ような研究上 ,教育上の要請に基づいて､われわれ分子科学研究グル

ープは､分子科学研究所を早急に設立 したいという結論に到達 したのであるが

このような結論V7-i到達 した理由を賃 約して記せば次のようになる.

1.新 しい原理や研究方法を発見し､それを化学または関連分野の研究笹応

用して新しい発展をはかるためFCI_は.化学と物理とを包括して両者が緊密

に協同できるような研究の場を作ることが必要であるO この宣 うな面から

みて 日本の研究態勢は従来 きわめて不充分であった｡ 分子科学研究所はこ

の.ような研究態勢上の不備を改める上で重要な役~割を果すことが期待でき

る｡

T.2.分子科学は化学を中心 として､物理 ,生物などにまたがる境界領域の学

問分野であって.大学の虎設の学科または教室では研究上 ,-教育上の要望

をみたすことが困難である0

3.-嘉子科学研究の世界的趨勢として.大型電子計算機 ,大型分光器など,

大塾 でしか も精度の高い装置を必要とする傾向が顕著であ り. しか･もこの

傾向は今後ますます増大するものと考えられる｡ この ような大型な研究装

置を備えるには多額な設備費を必要 とし､かつそれ らを常に改善し最高度

の性能を維持するために庖 多額の経費と多数の人員を要するので.従来の

大学の講座の枠内･では処 藩できないo Lかもこうした大型装置は共同利用

研究所に備えて.関連分野の研究者が協力 して利用で きるよう托した万が
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能率的である｡

〔Ⅱ工〕 研 究 所 設 立 案

拘名 称

分 子 科 学研 究 所 (仮 称 )

P)目 的

分子科学研究房 (仮称)紘.化学研究の基盤である分子および分子集団の

性質を､主として梅射場 との相互作用を通し七基礎由に研究し.その結果

,得 られた新 しい知見を基にしあ化学および物理学などに応用できる有力な

研究方法を開発することを目的とする｡

(a)運 営 方 針

用 研究の自由と研究者の主体性を第一義とする｡

(2)研究所の運営には.全国の分子科学研究者の意向を尊重するように充

分配慮する｡

(3)外部研究激闘および研究者との協同研究 ,総合研究的プロ汐エク トを

持つことができるようにする｡

P)所 属

大学附匿の共同利用研究所とする｡

困 組 織

部門および室をもって研究組織を構成する｡

用 部 門 (総計 20部門)

1.理論研究部 (3部門)

分 子 基 礎 理 論 工 (原子 ･分子における多電子系の基礎的研究)

分 子 基 礎 理 論 工Ⅰ (原子 ･分子の波動関数の研究)

分 子 基 礎 理 論 工工工 (橿射場 との相互作用の理論)

2.分子構造研究部 (4部門)

分 子 構 造 学 工 (回員実験を主とする分子構造の研究)

分 子 r構 造 学 工I (廻転スペク トル実験を主 とする分子構造の研究)

分 子 力 学 (分子内部廻転の研究 ,分子振動に関する研究)

分 子 場 論 (有機化合物､および無機化合物の結合力の研究)
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3 . 電 子 構 造 研 究 部 ( 4 部 門 )

基 礎 電 子 北 学 I ( 電 子 ス ペ ク ト ル に よ る 分 子 の 励 起 構 造 の 研 究 )

基 礎 電 子 化 学 II ( e Q q , N M R 等 に よ る 分 子 の 基 底 電 子 状 態 Oj 研

究 )

磁 気 電 子 北 学 (分 子 お よ び 分 子 性 結 晶 の 磁 場 ･ 光 と の 相 互 作 用

の 研 究 〕

量 子 エ L/ク ト ロ ニ ク ス ( レ -ザ 一 等 , 分 子 の エ ネ ル ギ ー 準 位 の 応 鳳 に 関

す る 基 礎 的 研 究 r)

4 . 分 子 集 団 研 究 部 ( 4 部 門 )

有 機 半 導 体 論 (有 機 半 導 体 の 化 学 的 性 質 お よ び 物 茸 的 性 質 の

研 究 .)

物 性 化 学 (分 子 性 結 晶 の 電 磁 気 的 性 質 の 研 究 ) _

分子集団動力 学 I (活 性 分 子 , 遊 離 基 な ど の 基 礎 光 北 学 )

分子集団動力学 Ⅰ工 (分 子 線 , 質 量 分 析 計 な ど に よ る 衝 突 現 象 の 究

究 な ど )

5.応用分子科部 (5部門)

生 物分 子科 学 工

生 物 分 子科 学 ‡工

無 機 分 子 科 学

有 機分 子 科 学 ‡

有 機分 子科 学 Ⅱ

(2) 室 (総計 5室)

電 子 計 算 機

極 .低 温

化 -1学 分 野_1

装 置 開 発

(巨大分子の高次構造 に 関 す る 研 究 )

(エネルギー移動の基礎的研 究 を 含 む 生 物 量 子

化学)_

(錯塩の電子構造に関する物性の研究)

(有機反応電子論の基礎的研究)

(有機金属化合物の物性の研究)

重

宝

忠一~ナ-

室

樽 ､上記の部門および室は研究領域の発展と変動.に伴い･甲編成な どによ

ってできるだけ機動的に運営されるようにする｡

この他に図書室および事務部を置く0
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阿人 員
(1).部門の構成人員
教授1,助教授1,博士研究員 3,助手 2,-技官および技術員4,

秘書1,1部門の構成人員は12名C 20部門の小計 240名Q

(2)室の構成人員
1 . 電 子 計 算 室 ぐ 1 4 名 )

技 官 3 , 技 術 員 6 . パ ン チャー5.

2 . 極 低 温 室 ( 1 2 名 )

技 官 2 , 技 術 員 1 0 .

3 . 化 学 分 析 室 ■ ( 5 名 )

技 官 2 , 技 術 員 3 .

4 . 装 置 開 発 室 ( 1 5 名 )

技 官 4 1 -; 技 術 員 1 1 .

以 上 4 室 の 小 計 4 6 名

(3 ) 図 書 室 の 構 成 人 員

司 書 ( 事 務 官 ) 3 . 事 番 貞 占 .

(4 ) 事 務 串 の 構 成 人 員

事 務 官 1 5 , 技 官5,事務員 10,技術員5,雇員･15.

以 上 事 務部の小計50名

(5)人員総計 344名

(内訳)教授20,助教授20,博士研究員60,助手40,技官 (部門

構成ぼ,技官2㌦.鼓術員2 として)56, 事務官18,事務員

35,技術員80!雇員 15.

鞘 設 備 費

(1)-般設備費

各実験部門当り 20,000千円(x17) 小計 .340,000千円

各理論部門当り 6,000千円.(x3) 小計 18,000千円

計 358,000千円
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(2) 主要種別設備費

.4i 機 器 設 備 品 目

1. 大型回折格子紫外分光器 (6m級)

2. 閃光分光装置

3. パルス磁場実験装置

4.-高性能質量分析計

5. 量子エ レク トロニ クス装置

6. 極端紫外分光器

7. 自記紫外分光装置

8. マイクロ波実験装置

9. 電 磁 石 (大型)

10. 電 磁 石 (中型)

11. 遠赤外分光器

12. 高性能赤外分光器

13. 白記Ⅹ線回折装置

14. X線回折装置

15. 電子回折装置

16. マイクロフォトメーター.カウンター

17. 電子顕微鏡

i8. 高分解能核磁気共鳴装置

●′

●

9

0

1

2

常磁性共鳴装置

核磁気共鳴装置

試料作製 ,椅製装置一式 (純粋

21. 試料,oj製作及び分析関係装置を

も含む)

22. 放射線源を含む放射能測定装置
一式

23.高速電子計算機 (記憶容量 65Ⅰり

24.中型竃字 計算機 (記憶容量 8K)

25.超遠心分離装置

26.液体窒素製造装置
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基 数 単 価 金 ｢ 額

-1､･一 45,000千円 45,00㌔円

1 15,000 15,000

1 16,000 16,000

1 45,0･00 45,000

1 15,000 15,000

1 20,000 20,000

3 9,000 27,000

1 12,000 王2,000

3 6 000 18,000

3 3,000 9,000

1 30,000 30,000

2 9,000･ 18,000

1 15,000 15,000 1

8 4,000 12,000

1 8,000 8,000

1 10.000 10,000

1 6,000 6,000

1 30,000 30,000

3 14,000 42,000

2 15,000 30,000

1 80,000 80,000

1 100,000 .loo.000

1 700,0100 700,000

1 70,000 70,000

1 8,000 8,000

1 6,0.00 6,000



27. 液体- ジクム製造装置

資 料

1 15,000千円 15,00d千円

計 1,402,000

輯 上記特別設備品目は一部共通分析周のものを除いてはいずれ も高性能で

しかも特殊実験のための基礎設備となるものであるがら.既製品を腐入す

るよりもむしろ試作品として製作を発注購入することが望 ましい｡

(3) 図 書~室 '設 備 費

(4) 電 気 計 算 量 設 備 費

(5) 極 低 温 室 設 備 費

(6) 化 学 分 析 室 設 備 費

(7) 装 置 開 発 室

(8) 検 査 及 び 測 定 器 械 類

(9) 一 般 器 具 計 器 類

計

設 備 費 総 計

40,00tOf円

20,000

20,000

30,000

180,000

50,000

40.･000

33tj,00OfR

2,090,00Oil円

珂 建 物 (1単位 10坪として算定)

(1)研究部門関係

基 準 ユ部門当 り

延坪総計

(2)共通研究施設関係

j臨

1. 電 子 計 算 室

2. 極 低 温 室

3. 化 ･学 分 析 室

五 装 置 開 発 室

5. 特 別 共 同 実 験 室

6._図 書 室

7. 輪 講 室

8. 大講義室(200人用)

9. 小講義室 (50人絹)

20単位 200時 (部門数 20)

400単位 4,000坪

実 数 単 位

1 20

王 15

1 5

2 13

10 2

1 1_5

6 1.5

1 15

3 3
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20 200

1-5･ 150

5 50

13 130

20 200

15 150

9 .90

15 150
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10.大会議室 (60人用)

ll.小会議室 (20入局)

12.-食 堂

13.電 源 室

14.空 気 調 節 室

15.所 長 室

16.事 務 部

1 5 5

2 2 4

1 10 10

1 4 4

1 5 5

1 2 2

未定 未定 2 0

50

40

100

40

50

20

200

計 17を位 1,710*

建物延坪総計 571単位 5,7 10 坪

平均単価13万円/坪として建築碍係費 742,300 千円

プレプ リン ト案内

0Me七hodedノIn七egra七j.orlSurlesVariablesd'Energledall_S

lesGraphesde la TheoTiedesPer'Luurbaも土orlS Cvi'ichel

Galldir71)

CコorrelaもionsandEⅩci七a七ic)riin Quarlも1｣mLiq_uids

pav拍 pi_Ties)

0Theory ofUltrasonicAtte工ユua七ion analSecond_Sourld in

IrlSula七ors P.C.KT/qOkandP.C-.Marもirl〕

oFiIliもeLirleWid_七hsandttForb土ddennThree-1PhoriC)n Inter-

actions 払.∫.LeJggett a.ndD.theHaar)

0TheLo仲-Temperature王∋ehavioroftheHeisenberg

Ferromagnet CIAichelWortj_a)

以上 〔京大基研〕
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掲`示 板

ToiWOSllrrmerInstituteof TheoreticalPhysics

のお知 らせ

1965年 3月4日

組 織 委 員 会 代 表

久 保 亮 五

私たちは.別紙に述べ られているような趣 旨で､理論物理 の夏の学匠 ともい

うべきものの計画を進めてきましたが､やつ とその見通 しを得るに至 りました

ので.現在の計画のあらましをお知 らせ して.今後皆 さんの競極的な衛支援 を

お願いする次第です｡

1.時 期 昭和 40年 9月 5日～ユ8日

2.会 場

これを次の 2期に分つ

第 王期 9月 5日 (registration)

9月 6日～ 10日

第 2期 9月 12日 (regist･ration)

神奈川県 大磯

日本 ク 9スチャンアカデ ミー- クス

3.主 題 第 1期は ｢多 佐 問 題 ｣

第 2J期'は ｢場 の 理 論 ｣

4.▲内容のあらまし

各々の主題 により.適当な数の講義を (-講義 3時間程度)設けるO

午前中は主 として講義 に宛て､午後 ,叉 は夜は､参加者ojオ LIiyナJL/な研究

を中心とする.全 くinformalな di･scussionを行 う｡

講師 お よび 講義題 目は暫定的には次のとお りです.

第 1期 多 体 問 題

oD.Pines :TheoryofLiquidHelillm.

o∫.班.Lutも土nger:Transport でheory from もhePoint

ofView ofManyLBodyPerもurbaもionTheory.

oW.Xohh : SomeAspectsofluheelectionstructIlreOf
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maももer.

o X.A.Brueckner

o ∫.R.Schrieffer

oA.A.Abr土kosov

N-lClearWa‡y-Body●Problem.

:SomeTopICS in Solid StatePhyIs主cs .

交渉中

o de G-ennes .'交渉中

o R.革ubo :題未定

･第 2期 場 の 理 論 (S- ltvぬtrixを中心 と し て )

〇五′壬.提ell-4ぬrln(OrM.i.Gcl d b e r g e r ) : F i e l d T h e o ry an d

S- matrix

o a.F.Chew :Theory of S t r o n g 工rit e rac iI･i o n s .

o S.WeirJberg :Reforlmilulatiorユ C)f F i e l d T h e o r y .

o L.van Hove :S一才コa七rix atExもrelTLe H i g h E Tle r g y .

C)a.E.胞 rshak :Theory ofWeak Interac t i o n s .

o Y.Nanbu :題未定

?三根 三ILevy :交渉中 (QED and Regge Poles)

この他 Y.NeJeman,S,Grasho｢汀,V.L.Teplity,

B.Sakiもa,K.C.Wali等がこの時期に訪問します0

5.参加者の対象

主題に対する活発な研究者 (大学院上級を含む)

第 1期 ,第 2期それぞれ約 70名 .

6.宿泊施設と費屑

大磯 日本ク 1,7スチャンアカデ ミーノ､クスは.大磯 ロングビー｢チホテルの
●

隣で､太平洋を望み.富士山を仰 ぐ景勝の地で､昨年建設され.快適な宿

泊施設とよいmeeti工ユghallをもっています｡宿泊費は3食含めて.三日

2■,300円の見込ですが､.この施設は営利団体ではないので.充分満足で

きる環境で,気持 よくすごせると思います｡

7.奨 学 金

上述のよう_に､会場は理想的に近いものですが,それな りに･費用が幾分

かさみますQ Su竺merSchoolの趣旨からいって､その費用の全額を他に

負うことは困発で.参加者各 日 ,もしくはそ.の所属する機関躍 できるだけ
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の負担をお願 いしたいと思います｡一方､経済的理由による不公平を さけ

るため､奨学金を設け.･参加希望者のうち.その必要のある方々をで きる

だけ援助したいと思っていますO奨学金は. A.旅費及び滞在費ゐ実費

B.その半額程度の 2種を設けるつもりです｡

8.参加申込

近いうちに､正式に公募を始めるつもりですが､参加希望者は公募前に

でも､事務局あてに衛意志をお伝え下さい｡

9.そ の 他

外国▲からの参加者のうちには.広 く日本の物理学者や研究室 との交流を

希望 され ている人 も多いので､会期中またはその後に東京 その他の地域で

一般講演会や研究会を開催できると思いますO

･特定の参加者の訪蘭を希望される研究室は早 目に事務局あてに御連絡下

さい｡

10.事 務･局 東 京 都 文 京 区 大 塚 窪 町 24

東京教育大学 理学部物理教室

福 田 信 之

趣 旨 の 説 明

近軌 毎年夏になると.̀世界の方々か ら理論物理のSuⅡmerSChoo-ユの便 り~

が参 りますoLegHouches,Varennaなどは最も古い歴史をもつものです

が.現在ではそのほか. ヨー占ラバ ,アメ リカの数個所で開かれ､国際会議 と

はまたちがった全 くinfomalなのびのびした雰囲気で､若uT､もの ,年 とっ

たもののへだてもな く.国の区別 も.言語の困発もこえ､学問を通 しての接触

を深める機会として､研究の清澄な進展 と科学者の国際的交流に大 きな役割を

果 していますO

鞄琴的 .経済的に不利な条件にあって.海外との交流 ,協力示妨 げられ勝ち
I
なわが国においては､ この ようなsuⅢnerschoolの意義は尚更大きい ものと

考えられますが.さまざまの国華のため､その実況は容易に望むぺ くもあ りま

せんでしたO

-93-



掲 示 板

今 回 ､ 私 た ち が 敢 え て こ の 計 画 を 進 め る に 至 っ た の は ､ こ の 試 み に よ っ て .

今 後 積 極 的 な 動 き が 生 ま れ こ の よ う な も の が 何 等 か の 形 で 続 け ら れ . 健 や か

に 成 長 し . わ が 国 の 物 理 学 の 発 展 に 役 立 つ こ と を 望 む か ら で す O こ れ は も ち ろ

ん ･ 皆 さ ん の 御 理 解 と 衛 協 力 に よ る こ 字 で ､ 私 ど も は 皆 さ ん の 卒 直 な 批 判 と 助

言 を 大 い に 期 待 し て い ま す ｡

今 ま で の 準 備 段 階 で は ､ 見 透 し の 立 ち 難 い 点 も 多 か っ た の で ､ 皆 さ ん に 充 分

な 報 告 も し て い ま せ ん で し た ｡ そ の た め . あ る い は 誤 解 さ れ て い る 点 も あ る よ

う に 思 わ れ ま す の で 多 少 補 足 を 加 え ま す o

T o k y o S u m e r I n s t ･i t u も e は 規 模 と し て は . 基 研 そ の 他 で 行 な わ れ る 研

究 会 よ り や や 大 き く . ふ つ う の 国 際 会 議 な ど よ り は ず っ と 小 さ く ､ 性 格 と し て

は 教 育 的 な 面 が 強 く , ま た 外 国 か ら の 参 加 者 も 少 数 で あ る と い う 中 間 的 な も の

で す ｡ こ の よ う な 性 格 ぬ 違 い の た め ､ 学 術 会 議 や . 物 理 学 会 な ど の 公 的 , 乃 至

半 公 的 な 機 関 の 事 業 と し て こ れ を 実 現 す る こ と は . 現 在 で は 困 難 で あ り ､ 実 蜜

的 な 援 助 を こ れ ら に 期 待 す る こ と は で き ま せ ん ｡ し た が っ て こ の 企 て の 可 魔 性

を さ ぐ る こ と も ､ そ の 準 備 を こ こ ま で 進 め る こ と も ､ 全 く 私 人 と し て の 私 た ち

の 責 任 で 行 な わ ざ る を 得 ま せ ん で し た ｡ そ の 意 味 で . 仮 り に こ れ が 失 敗 に 了 れ

ば ､ そ れ は 私 た ち の 責 任 で あ り ､ 一 方 ､ そ の 成 功 は ひ と え に 皆 さ ん の 勧 協 力 に

負 う 立 場 に あ り ま す O こ れ が 契 機 と な り 今 後 も し . こ の よ う な も の が 何 か . 公

的 機 関 の 事 業 と し て 行 な わ れ ､ 確 実 な 基 礎 を 得 る よ う に な れ ば . 新 し い 組 織 が

必 要 に な る で し ょ う ｡ 私 た ち は そ の 時 期 が 到 達 し て ､ … 切 を 引 継 い で も ら え る

こ と を 待 望 し て い ま す O

今 回 の 計 画 で は ､ 講 師 を 招 く 費 用 の 一 部 と ､ 一 般 参 加 者 へ の 経 済 的 援 助 の 全

部 は ､ 国 内 の 募 金 で ま か な い ま す が ､ 海 外 か ら の 講 師 の 旅 費 の 相 当 部 分 は , ア

ミ> ア 財 団 が 負 担 す る こ と に な っ て い ま す O こ の 第 こ の 点 が 望 ま し く な い と い う

意 見 が あ る こ と は 私 た ち も 承 知 し て い ま す が . こ れ に は 附 帯 的 な 条 件 の よ う な

も の が 一 切 無 く . 計 画 の 主 体 性 に 何 等 の 影 響 が な い 以 上 , こ れ を 排 除 す .る 必 要

は 客 観 的 に 存 在 し な い と , 私 た ち は 考 え て い ま す O 政 治 性 の 問 題 は 甚 だ デ ツ ケ

- ト で す が ､ 科 学 の 問 題 に は 政 治 の 混 入 を 避 け . 1全 世 界 に わ た る 科 学 者 の 連 帯

意 識 の 上 に . 人 類 の た め の 科 学 に 寄 与 し た い と い う の が 私 た ち の 基 本 的 な 立 場

セ す O こ の S lm e r I n s も i 七 u 七 e が 科 学 者 の 相 互 の 理 解 に ､ こ の 意 味 で も 有 意
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掲示板

義であることを私たちは願っています｡

今秋 ,京都において行なわれる素粒子の国際会議との関係も一部で懸念 され

ているようですが､会合の目的 と性格が全 くちが うので､そのおそれはな いも

のと考えています｡京都会議の出席者のうち数名がSulmerInstituteでの

講義を心 よく引受けられたのは私たちの喜びですが､プラスの相互作用 こそあ

礼. マイナスの相互作用のないよう心 してゆくつもりです｡

以上のような趣 旨を徹理解いただいて. この試みの成功のために.皆さんの

御協力を頂けることを切に希望 しています｡

組 織 委 員 会 - 同

藍コ

基研組織助手 公募

京都大学 基礎物理学研究所

(所長 湯 川 秀 樹)

本研究所において下記の要鋸t,Eより.寵摸助手を募集いたしますo

(1)仕 事 の 内容

本研究所は素粒子論 ,物睦論を主 とする基礎物理学を研究するための共同

' 利用研究房であるO従って全国か ら多数の研究者が往来 し.たえず研究 会 ,

談話会 主轟演会等力噛 催 されてお り.又一方理論物理学に関する全国のセ㌣

クーとしての役割をもっている｡ このため地方の研究者 との連絡 ,外国 との

通信連絡 ,研究組織上の仕事 ,研究会の世話 ,外国人研究者招帝に関す る仕

事な ど.共同研究を進める上に必要な仕事に積極的に専念 してもらうことに

な ります｡

(2)条 件

(1)理工科系の大学を卒業 していること｡

(2)男女の別を問いませんO

(3)人の出入が非常に多いので､親切であ り､協謁性があること0

回 1965年 6月 王日から出勤可能なことO

制 採 用 人 員 1名

適任者がなければ採用しないこともあります｡･

(4)任 期

任期終了後･,適当とみとめられる場合は重任 してもらいます｡叉､仮採用の

-95-



掲示板

期間を半年間置 くことも.あ ります｡

(5)必 要 書 類 自筆履歴書 (ペ ン書き) ,大学卒業証明書 ,汝済証明書 ,

及び特技があれ ば.それに関する証明書

(守)締 切 ▲ 1965年 4月30日 (金) (必着の こと)

(7)採用後の身分

当研究所の助手 (文部教官 , 国家公務員)として採用｡

(8)宛 尭 京 都 市 左 京 区 北 白 川′追 分 町

京都大学 ー基礎物理学研究所

湯 川 秀 樹

基 研 助 手 公 募

今臥 基礎物理学研究所で助手 1名を公募いた.します｡

ttl)任 期 :3+1.5●年(就任してか ら少くとも 三年半は基研に落着 いて

研究 されることを希望 します｡)

(2)東 門 分 野 :物 性 理 論

(3)応 募 書 類 :履歴書 ,研究歴 ,発表論文 リス ト,就任 した場合の研究計画

主論文各 2遍

5)選 考 機 関 :基 研 運 営 委 員 会

6)宛 先 :京都市左京区北白川追分町 京都大学 基礎物理学研究所

湯 川 秀 樹◎封筒の蓑 に ｢助手応募書類在中｣と明記 して下きい｡

-訂 正 Vo1.3n0.6の P377を削除しますo
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編 集 後 記

o 関西でも-週間おくれの花見がはじまろうとしていますO今年 3月にめで

たく優士課程を卒業 された方々が どのような研究をされたのか､又､各大学

各研究室では どのような立場 で指導 されているのか. どの程度のことが平均

として行われているの去､等を知る-つの冒やすとなるものと思いますO各大

学にもお願いしたいのですが.締切日までに 3大学 しか集まりませんでした.

特 にビッグなんとかのみを特集したのではありません｡

o 新年度にな り.人事移動等の結果.編集委員に変動が ございました ら衛連

絡下さいo

o 久保先生の講義ノー ト｢統計力学｣は今月号をもって一応終 ります｡ この

場所をお借 りして､久保先生並びにノー ト作製に勧協力下さった久保研究室

の大学院の方々に感謝いたします｡

次号 よりは.固体論関係のノー トを予定していますO

尚.統計力学 別刷は品切れ となりました｡
＼

o 前号に-編集委員が勝手な埋草を余白に書きこんでしまいまLをo編集委

の意向ではありませんので削除しおわびいたします｡

-97-



物 性 研 究

第 4巻 第 1号

1965年 生月 20日発行 (300円)

･･発 行 人 碓 井 恒 丸

印 刷 者 倉 本 作 雄
京都市左京区岡崎徳成町 ユ1

発 行 所 物 性 研 究 刊 行 会
電話 (ワr7)811ユ 内線98･5
夜 番 京 都 531 2

京葛市 左京区 北白川追分町
京都大学 湯 川 記 念 館 内

-98-






	KJ00004746612
	KJ00004746613
	KJ00004746614
	KJ00004746615
	KJ00004746650
	KJ00004746651
	KJ00004746652
	KJ00004746653
	KJ00004746654
	KJ00004746655
	KJ00004746656
	KJ00004746657
	KJ00004746658
	KJ00004746659

